
一 橋論叢 第六 十 三 巷 第五 号 (1 0 6)

《

研

究
ノ

ー

ト
》

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン
』

覚
書

橋

本

郁

雄

｢

ま

た

し

て

も

〝

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

〟

ヱ
と
い

う
書
き

出

J
∽

､

東
ド

イ

ツ
･

ハ

レ

の

歴
史
家

A
n
t

O

ロ

望
監
O

F

打

p

は

彼
の

あ

る

論
文
を

ほ

じ

め

て

い

る
｡

最
近
の

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

(

D
e
→

A
c

打
e
r

m
P
ロ

n

巴
-

切

望
F

m
e

n
)

研
究
の

盛
況
ぶ

り

に

つ

い

て

は
､

《

言

語
文
化
》

(

一

橋

大

学

語

(

2
し

学
研
究
宝
前
)

第
六

号
(

一

九
六

九
年
)

の

拙
稿
に

お
い

て

も

触
れ
た

が
､

本
稿
で

ほ
一

九
六

〇

年
代
に

あ

ら

わ
れ

た

研
究
の

中
で

と

く
に

重

要
と

思

わ

れ

る

い

く
つ

か

の

問
題
に

つ

い

て

簡
単
な

紹
介
を

試
み

た
い

｡

そ
の

前

に

ま

ず
､

わ

が

国
に

お

け
る

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
の

状
況
に

つ

い

て

述
べ

て

ぉ
こ

う
｡

日

本
に

お

け
る

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

に

関
す
る

邦
語
文
献
は

､

私
の

知
る

限
り
で

は
､

(

3
)

次
の

六

篇
で

あ

る
｡

H
塩
谷
餞

｢

も
e

り

A
O

打
2

⊇
-

賀
日

昌
仏

宮
F

ヨ
e

n
｡

の

語
法
に

つ

い

て
+

《

独

逸
文
学
研
究
》

京
都
大
学
分
校
独
逸
語
研
究
室

･

報
告
第
二

胡
ハ

ーU

号
(

一

九
五

三

年
)

一

-
ニ

ー

頁

肖
→

旨
P
∽

E

∽
P

打
p

3
コ.

(

酒
寄
喬
)

‖

ロ
岩

.

∽
t

e
-

-

早
口

的

計
∽

く
e

ワ

一

己
冒
∽

こ
m
､

-

巨
0

訂
1

日

呂
n

呂
也

無
r

F

m
2

日
｡

･

東
京
大
学
文
学
部

卒
業
論
文

､

一

九
五

四

年
(

未
印
刷
)

肖
尾
崎
盛

景
｢

『

ア

ブ

ケ

ル

マ

ン

』

の

周
辺
+

《

重
文

研

究
》

(

慶
応

大

学
重
文
学
会
)

第
十

一

号
(

一

九
六

一

年
)

八

七

1
一

〇
〇
頁

㈹
熊
谷
恒
彦
｢

ご

A
O

訂
r

m

賀
n

呂
切

望
F

ヨ
2

n
:

に

つ

い

て
+

《

大
和

邦
太

郎
教
授
記
念
論
文
集
》

東
京
都
立

大
学

･

人

文

学
報

第
三

十

八

号
)

一

九
六

四

年
)

五
一

1
六

五

頁

糾
神
保
謙
吾
｢

ヨ

ハ

ネ
ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ

ル

『

ポ

ヘ

､

､

､

ア

人
ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

+

H
(

第
一

章
-
第
十
七

草
)

《

ド

イ

ツ

文
学
研
究
》

(

日

本
独
文
学
会
東
海
支
部
)

第
四

号
(

一

九
六

六

年
)

､

肖
(

第

十

八

草
1
第
三

十
四

章
)

《

名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
》

第
十

一

輯
(

一

九

六

七

年
)

内
神
保
謙
吾
｢

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

の

解
釈
に

つ

い

て
+

《

名
古
屋
大
学

教
養
部
紀
要
》

第
十

一

輯
(

一

九
六
七

年
)

一

五

-
二

一

頁

H
は

お

そ

ら

く

わ
が

国
に

お

け
る

最
初
の

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
で

あ

ろ

う
｡

十
五

世
紀
初
頭
の

こ

の

散
文
作

品
の

音

韻
と

文
法
を

､

ル

タ

ー

の

ド

イ

ツ

語
と

対

比
し

､

そ
の

言
語
史
的
位
置
づ

け

を

試
み

た

も
の

で
､

声

音
巴
d
-

n
的

(

○

已
O

a
-

巴
○

)

と

｢

｢

H
P

ヨ

m
e

ユ
O

F
G
.

J

仁

ロ

g
･

正
巳
F

(

内

旨
e

n

F
p

づ

ロ

ー

設
-

)

の

両
校
訂
本
に

共
通
に

あ

ら

わ

れ

た

語

法
が

中
心
に

な
っ

て

い

る
｡

⇔
は

未
見
で

あ

る
が

､

テ
キ

ス

ト

と

し

て

ほ
､

も
っ

ぱ

ら
､

当
時
東
大
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ト

独
文
研
究
室
に

頁
も

切

ら
な
い

ま

ま

眠
っ

て

い

た

野
呂
t

由
実
計
O

F

の

(

1
)

校
訂
本
(

一

九
一

七

年
)

が

使
用
さ

れ

た

と
の

こ

と

で

凍

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

わ

が

国
の

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
は

一

九
五

〇
年
代

に
､

語
法
研
究
を

も
っ

て

は

じ

め

ら

れ

た
の

で

あ
る

｡

肖
は

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

そ

の

も
の

で

は

な

く
､

こ

の

作
品
を

成
立

さ

せ

た

時
代
な

ら

び

に

文
学
的
環
境
を

解
説
し
て

い

る
｡

S

p

巴

已
n
g

と

W
･

内

岩
粥

m
P

ゴ

n

(

W
-

e

∽

訂
r

d
e

n

-

や

竺
)

の

両
校
訂
本
の

イ

ン

ト
ロ

ダ

ク

シ
ョ

ン

､

W
.

警
p

m
m
-

e

コ

く
○

日

計
→

呂

笥
t
-

打

望
-

ヨ
出
P
1

8
打

(

-

設
○

)
､

P

呂
已
-

e

コ

ロ
e

仁
t

告
げ
e

D
-

O

F
t

仁
目

的

d

d
ロ

n

訂
→

河
e

ロ

巴
∽
∽

巴
-

忌

E
の

望
-

ヨ

A
亡

品
p

ゴ

粥

計
払

出
匝
→

吉
村

(

-

設
叫
)

な

ど

が

主
た
る

参
考
文
献
と

し

て

使

用
さ

れ

て

い

る

が
､

著
者
の

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

観
は

次
の

こ

と

ば

に

集

約
さ

れ

よ

う
｡

｢

『

ア

ブ

ケ
ル

マ

ン

』

は
､

形
式
と

主

題
の

点
か

ら

だ

け

言
え
ば

､

論

争
文
学
と

し

て

別
に

新
し
い

も
の

で

ほ

な

く
､

或
い

は

｢

陳
腐
+

な

も

の

で

あ

る

か

も

し

れ

な
い

｡

そ
れ

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

『

ア

γ

ケ

ル

マ

ン

』

の

中
に

､

わ

れ

わ

れ

を

感
動
さ

せ

る

何
も
の

か

が

あ
る

と

す
る

な

ら
ば

､

そ

れ

は
､

妻
の

死
と

い

う
作
者
の

悲
痛
な

体
験
に

よ

る

こ

と

は

勿
論
で

あ

る

け

れ

ど

も
､

そ
れ

を

表
現
す

る

文

革
へ

の

作
者
の

執
拗
な

関
心
を

見
逃
が

す

わ

け
に

は

い

か

な
い

｡

+

(

九
十
六

頁
)

㈲
は

一

九
五

九
年
ま
で

の

研
究
成
果
を

ふ

ま

え

て
､

｢

テ

キ

ス

ト
+

と

｢

解
釈
+

の

問
題
を

中
心
に

作
品
の

解
説
を

試
み

た

も

の

で
､

｢

H
p

昌
丁

目
e

コ.

〇

F

や

R

3
叩

口
巴
】

ロ

の

ラ

デ
ィ

カ

ル

な

見
解
に

く

み

す
る

勇
気
が

な

い

の

で
+

､

原
文
の

引
用
は

も
っ

ば

ら

｢

穏
健
な

見
解
に

終

始
し

て

い

る
+

晋
已
巴

品
に

拠
っ

た

と

断
っ

て

い

る
｡

解

釈
に

つ

い

て

は
､

こ

の

作
品
が

｢

中
世
的
基
礎
を
は

な

れ

る

こ

と

な

し
に

新
し
い

時
代
に

向
っ

て

手
を

さ

し

の
ぺ

て

い

る
+

と
い

う

A
ユ
F

焉

H
串
b

n
e

l

の

こ

と

ば

を

引

用
し

て
､

｢

作
品
の

芸
術
性
は

た

だ

技
巧
的
な

点
だ

け
に

あ
る

の

で

は

な

く
､

わ

れ

わ

れ

を

感

動
さ

せ

る

文
章
を

支
え

て

い

る
の

は
､

作
者
の

真
率
な

感

情
で

あ

る

と

と

も
に

､

近

世
の

黎
明

期
を

ほ

の

か
に

感
じ

さ
せ

る

新
し

い

態
度
で

あ

る
+

と

述
べ

て

い

る
｡

的
は

も

ち

ろ

ん

本
邦
初
訳

｡

野
1

0
g

2

賀
β

の

校
訂
本
に

拠
る

翻

訳
と

思
わ

れ

る

が
､

何
に

拠
っ

た

か

は

明
記
さ

れ

て
い

な

い
｡

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

よ

う
に

校
本
間
の

異
同
の

大
き
い

も

の

に

あ
っ

て

は
､

と

り

わ

け

(

5
)

底
本
を

明
確
に

す

る

必

要
が

あ

り
は

し

ま
い

か
｡

内
の

｢

解
釈
+

に

あ
っ

て

も

村
3
的

日

昌
ロ

の

見
解
が

尊
重

さ

れ
て

い

る
よ

う
で

あ

る
｡

著
者
は

､

こ

の

作
品
が

現
実
の

体
験
を

も

と
に

し

て

創

り

出
さ

れ

た

芸
術
品
で

あ

る
こ

と

を

強
調
し

て
､

｢

生

身
の

体

験
か

ら

出

発
し

て

信
仰
の

世
界
に

は
い

る

と
い

う
こ

と
こ

そ

貴
重

な

点
で

あ
っ

て
､

そ
れ

は

は

ぽ
一

世
紀
後
に

現
れ
た

宗
教
改
革
運
動
の

萌
芽
と

も

見
ら
れ

る

だ

ろ

う
+

と

述
べ

る
｡

こ

こ

に

｢

何
時
の

世
に

も

変
ら

な
い

人
間
の

苦
し

み
と

欺
き
と

､

そ

し

て

ま

た
そ

れ
に

打
ち

克
つ

た

め

の

人

間
の

努
力
の

あ

と
+

を

見
て

い

る

の

で

あ
る

｡

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

に

お

け
る

問
題
点

さ

て
､

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

は
､

愛
妻
を

死
の

手
に

奪
わ

れ

た

悲

痛
な

体
験
か

ら

生
れ

た
､

血
を

吐

く

与
つ

な

｢

告
白
文
学
+

で

あ

る

の

か
､

そ

9

れ

と

も
､

友
人
に

送
っ

た
い

わ

ゆ

る

｢

献
呈

書
簡
+

(

W
-

D

ヨ
声
n

鷲
宮

-

e
f

)

朗
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(

注
1 2

参
照
)

の

中
で

作
者
白
身
制
作
の

意
図
を

明

ら
か

に

し
.て

い

る

よ

ぅ
に

､

そ

し

て

ま

た

望
監
○

ビ

吋
P

や

H
辞

ケ

n
e
→

な

ど

が

主
張
す
る

よ

う

に
､

一

個
の

S
t

亡
打

亡

ロ
∽
{

弓
e

→

打

で

あ
る

の

か
､

あ

る

い

は

ま

た
､

河
e

n
か

e

(

6
)

]

晋
巴
乙
一

S
O

m
m
e

ユ
e
-

P

に

代

表
さ

れ
る

よ

う
に

､

そ

の

両

方
で

あ

る

の

か
､

作
品
理

解
の

根
本
問
題
に

お
い

て
､

諸
家
の

見
解
は

必

ず
し

も
一

致

を

見
て

い

な
い

の

で

あ

る
｡

甘
口
仙

昔
-

已
F

の

こ

と
ば

を

借
り
る

な

ら

ば
､

｢

評
者
は

そ
れ

ぞ

れ

独
自
の

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

像
を

も

ち

ま

わ
っ

て

い

る

と
い

う

印
象
+

が

つ

よ

く
､

｢

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

を

め

ぐ

る
バ

ビ

ロ

ン

(

7
)

的
混
乱
は

近

年
い

よ
い

よ

ひ

ど

く

な
る

感
さ

え

あ

る
+

と
い

う
｡

た

し

か

に
､

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

に

は

未
解
決
の

問
題
が

あ

ま

り

に

も

多
い

｡

し

か

し
､

過
去
五

十
年
間
に

わ

た

る

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
の

歴
史
を

顧
る

と

き
､

研
究
の

挿
し
い

成
果
に

目
を

見
は

ら
ざ

る

を

得
な
い

で

あ

ろ

う
｡

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
の

基
礎
を

築
い

た

R
O

日

昌
d

臼

弓
･

(

8
)

｡

邑
と

A
-

｡

訂

冒
邑

に

対

す
る

批
判
者
と
し

て

画
淵
爛
業
績
を

あ

げ

た

A

旨
弓

賢
♂

約
㌻
ど
已
∽

ど
O

n

O

昌
P

m
m
e

邑
F
､

ま

た
お

な

へ

1 1
)

じ

く

A
n

ど
ロ

望
P

琶
F

打
p

の

名
も

逸
す
る

わ

け
に

は
い

か

な

い
｡

さ

ら

に
､

l

O

F

呂
ロ
e

∽

召
ロ

→
e

旦

が

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

を

竹
馬
の

友

宮
t

e

→

賢
E

邑
F

に

贈
っ

た

と
き

､

｡

れ

に

添
え

た

ラ

テ

ン

辞
切

手

紙
､

い

わ

ゆ

る

｢

献
呈

書
簡
+

の

発
見
者

内
○

已
邑
J

O

邑
H
e
-
-

-

的

や
､

構
力

的
に

研
究
を

押
し

進
め

､

き

わ

め
て

■ユ

ニ

ー

ク

な

テ

キ

ス

ト

を

病

ん

だ

(

13
)

W
≡
巧

打
+

○
的

ヨ

賀
口

等
は

､

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
史
上

忘
れ

る

こ

と

の

で

き
な
い

大
き

な

名

前
で

あ

る

が
､

こ

こ

に

き

わ

め

て

重

要
な

原
資
料

の

発
見
者
と

し

て

新
た

に

チ

ェ

ア

コ

の

歴
史

家

不
買
e
-

0

畠
吋
○

望
】

の

名
を

加
え

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

■
『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

原
拠
の

発
見

へ

14
〕

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

の

原
資
料
に

関
す
る

D
O

∽

吋
○

巴
】

の

重

大
な

発
表

が
､

ド

イ

ツ

の

学

界
で

知

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

の

は
､

ロ
e

已
胃
F
e

≦
e

ユ
e

ご
p

F

宗
旨
F

‥
已
t

f

守

E
t

e

冒
t

E
･

電
器

E
已
F
t

e

仁

邑
G
e
-

s
t

e

?

粥
e

∽
O

E
c

E
e

い

叫

(

-

漂
い

)

に

寄
せ

ら
れ

た

内

3
的

m

賀
ロ

の

論
文
(

二

(

15
し

五

四

-
二

六

五

頁
)
､

《

Z
2

喜
句
戸
ロ

d
e

計
叫

A
O

吋
e

→

日

賀
n

許
諾
C

F
串
n

竪

に

よ

る
｡

D
O

旨
○

だ
ー

論
文
そ
の

も
の

は

ま
だ

入

手
し

て

い

な

い

が
､

そ

(

旭
)

の

大
要
は

声
3
雪
ロ
P

n

n

′
の

上

緒
論
文
と

望
監
O

F
打
P

の

論
文
に

よ
っ

て

知
る

こ

と

が

で

き

る
｡

プ

ラ

ハ

の

買
替
O

p
O
-

芹
P

邑
町

名
訂
-

･

望

g
き
F
e

打

所

蔵
の

十
四

世
紀

後
半
の

ラ

テ
ン

語
の

古
写

本
に

次
の

よ

う
な

内
容
の

論
集
が

あ

る
｡

-
･

巨
･

曾
-
管

‥

哲
n
e

串
-

D
①

β

七
p
t

∈
)
→

5 .

ユ

巨
岩
宏
O

P

a
ど
巴
ナ

ビ
仁
∽

N
･

望
､

讐
-
N

雪
‥

空
c

F
昆
巨
P

∽
･

≦
0
-

○
-

メ

ロ
O

g
‥
き
p
t
の

い
･

望
･

N

甘

-
u

N

ご

S
t

･

田
0

2
F
p

昆
､

ロ
0

0

0

日
t

e

m
p
-

仁

ヨ
声
n

巴

(

m
巴
○

ユ

†
=

巴
.

訟
戸

-
小

山

ご

→
H

P
O

訂
t

声
∽

ら
e

O

→

仁

d
①
-

-

t

巴
e

2
0

ユ
訂

∽
･

望
･

設
♂

-
竺
了

=
野
口

P

づ
e

已
∈

･

P
､

∽

勺
e

O

已
仁

m

琵
仁

I

t

訂
e

→

弓
-
･

一

-

∽

仇
･

望
●

巴
p

-
課
J

‥

A
仁

呵

宏
t
-

n

宏
-

ロ
e

F
O

n
e
∽

訂
t

e

ヨ
已
訂
ヨ

ー

ヨ

N
･

B
-

･

か

?

1
悪
声

‥

(

→
O
t

e

n
t

P

ロ

害
F
n
e

亡
b
2

宗

旨

邑
t

.

)

H

n

2 .

嘗
‥

-

さ
計

ヨ
(

息
-

→

設

莞
1

ぎ
い

拭
如

七
-

-

○
-

汀

ヨ
爪

音
ま

ヨ
1

琶
首
1

篭
g

ヨ

丸
】

β5 0
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▲ヨ
Q

註
b
.

右
の

論
集
は

全
六

十
八

菓
七

篇
よ

り

成
る

が
､

最
終
丁
(

出

P

詮
p

)

e

甲

旦
-

○

芹

の

前
に

次
の

よ

う
な

ラ

テ
ン

語
の

書
き

込
み
が

あ
る

｡

H
t

e

m

ロ
O
t

p
-

e
ト

O
P

亡
】

→
-

○

岳

8
日

富
S

賢
l

O

F
坪

n

2 .

→
e

旦
e

岩
匂

巧

i

の
t

O

-

i

訂
O

p

β
P

ユ
仁

m

巨
e

巴
仁

m
的

3
設
ロ
コ

P

最
後
の

部
分
を

U
O
の

吋
○

望
】

は

も
巴
…

賀
t

已
○

吋

已
付

巨
-

､

円

心

笥
○

琴
;

即
ち

｢

S
旨
F

は

こ

の

本
を
ー
O

F
p

ロ
ゴ
e

払

J

d
ロ

→
e

旦

か

ら
三

グ
ロ

シ

ュ

ン

半
で

買
っ

た
+

と

読
ん

で

い

る

が
､

望
P

告
F

灯
p

は

S
ユ
○

が

な

る

人

物
(

市
裁
判
官
で

あ

ろ

う
と

言
っ

て

い

る
)

が

三

グ
ロ

ア

シ

ェ

ン

半
を
こ

の

本
で

l

O

訂
r

n

β
e
∽

d
d
ロ

→
e

旦

に

｢

貸
し
た
+

と

解
し

て

い

る
｡

三
グ

ロ

ア

シ

ェ

ン

半
は

本
の

代
価
と

し

て

は

安
す

ぎ
る

か

ら
と
い

う
の

で

あ

る
｡

い

ず
れ
に

し

て

も
､

こ

の

論
集
が

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

作
者
の

手
も

と

に

あ
っ

た

こ

と

は

間
違
い

な
い

｡

し
か

も
こ

の

論
集
の

中
に

は
､

内
容
上

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

と

の

対

応
が

多
々

見
出
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

と

く
に

死
の

残
忍
さ

を

歌
っ

た

作
者
不

明
の

詩
､

《

ゴ
P
O
t

p
t

岳

計
0

2
計
-

-

什

巴
e

2
0

邑
豊

が
､

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

作
者
に

イ

ン

ス

ビ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

与

え
た

で

あ

ろ

う
こ

と

は

疑
う
ぺ

く

も

な
い

｡

内
3
的

m
p

n

ロ

も

望
P

汚
F

打

P

も
一

聯
七

行
よ

り

成
る
二

十
六

聯
の

全
詩
を

揚
げ
て

､

そ

の

内

容
を

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

と

対

比

し

て

い

る

が
､

内

3
粥

日
巴
呂

の

対

応
箇
所
の

指

摘
は

､

実
に

二

十
五

箇
所
に

も

及
ん

で

い

る
｡

ま

た

S
t

･

せ
e
r

ロ

F

当
P

の

《

ロ
e

c

O

已
e

日
官
仁

日
日

邑
i

》

の

第
二

章
は

､

死
神
が

人

間
の

無
価
値
を

数
え

あ

げ
て

い

る

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

第
二

十
四

章
の

モ

デ
ル

で

あ

る

と

い

う

U
O

町

村
○

だ
】

の

指
摘
も

正

し
い

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

き

わ

め

て

有
力
な

原
資
料
の

発
見
に

ょ
っ

て
､

ロ
○

笛
&
i
-

も

盟
思
○

打

富
も

､

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

が
､

作
者
自
ら

｢

献
呈

書
簡
+

の

中
で

言
っ

て

い

る

よ

う
に

､

修

辞
法
の

練
習
と
し

て

試
み

ら
れ

た

作
品
で

あ

る

と
い

う

見
方
を
い

っ

そ

う

強
め

る

が
､

一

方

内

岩
昨

日
巴
-

ゴ

は
､

こ

の

資
料
が

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

の

直
接
の

手
本
と

な
っ

た
こ

と

は

認
め

な

が

ら
､

『

ア

ブ

カ

ー
マ

ン

』

が

体
験
文
学
で

あ

る

こ

と
に

は

変
り
は

な

い

と

主
張
し

て

い

る
｡

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

作
者
に

つ

い

て

『

ア

ァ

カ

ー

マ

ン

』

の

作
者
に

つ

い

て

は
､

永
い

間
l

O

訂
n

ロ
e
∽

と
い

う
名
し

か

わ
か

ら

ず
､

作
中
の

ボ
ヘ

､

､

､

ア

の

地

名
に

従
っ

て

J

O

F
p

n

已
∽

d

d
n

∽
P
p
N

と

呼
ば

れ

て

き

た

が
､

｢

献
呈

書
簡
+

の

中
で

､

作
者
自
ら

､

-

○

ぎ
p

ロ

ゴ
d
払

d
e

→
e

p
-

p
､

0

首
訂

㌘
r

O
e

n
∽
-

∽
､

即
ち

ゲ

ー

ツ

の

市
民

､

ヨ

ハ

ネ

ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ

ル

と

称
し

て

い

る

の

で
､

｢

献

呈

書

簡
+

の

発

見
以

来
､

〕
O

F
p

日

日
e
仏

く
○

ロ

→
e

旦

と

呼
ば

れ

る

こ

と
が

多
く

な
っ

た
｡

ヨ

ハ

ネ
ス

の

出
身
地

→
e

旦

は

H
g
e

→

と

望
-

∽

e

ロ

の

中
間
に

位
し

､

当

時
は

か

な

り
の

町
で

､

学
校
所
在
地

と

し

て

も

知
ら

れ
て

い

た
｡

し

か

し
､

(

1 7
)

H
P

ヨ

m
e

ユ
わ

F

や

.
冒
白

粥

茫
ま
F

の

よ

う
に

甘
F

巴
岩
e
払

く
○

ロ

∽

p
p
N

を

用
い

る

学
者
も
い

る
｡

ロ
○

賢
○

空
】

は

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

作
者
の

父

H
e

ロ

監
ゴ

宏
d
e

S
亡
丁

ぎ
→

に

つ

い

て

も

ま

た
､

新
し

い

発
見
を

し

た
｡

プ

ラ
ハ

の

墜
信
礼
台
帳

《

こ

訂
-

手
口

守
m
P
t

}

○

ゴ
ロ

ヨ
》

第
三

巻
の

中
に

記
さ

れ

た

あ

る

記
事
か

ら
､

父
が

そ

の

出
生

地

S

打
b
O
【

(

チ

ェ

γ

コ

譜
表
記

肌

ぎ

ど
叫

)

の

富
裕
な

司

祭
で

あ
っ

た
こ

と
､

そ
し

て
一

三

七

五

年
五

月
七

日

に

は

す

で

に

死
ん

一

⊥

で

い

た
こ

と
が

明
ら
か

に

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

妻
帯
し
な

い

ほ

ず
の

司

祭

郎
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に

子

供
が

い

る

と
い

う
の

は
､

当
時
と

し

て

は

決
し

て

珍
ら

し
い

こ

と

で

は

な

か

っ

た
｡

父

は

妻
の

死
後

､

聖
職
者
に

な
っ

た
の

で

は

な
い

か

と
い

ぅ
推
測
も

行
な

わ

れ
て

い

る

が
､

さ

ら

に

は

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

の

妻
の

死
ほ

､

作
者
の

父
の

体
験
が

織
り

こ

ま

れ

た

も
の

で

は

な
い

か
､

と

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

が

作
者
自
身
の

｢

体
験
文
学
+

で

あ

る

こ

と

に

あ

く
ま

で

も

反
対

す
る

望
監
O

F

打
p

は

考
え

た

り

も

す
る

の

で

あ

る
｡

さ

て
､

臼
6

許
○

琵
は

S
c

F

琵
弓

又
=

仙

ぎ
b
｡

叫

)

村
の

住
民
が

､

大
部

分
チ

ェ

ア

コ

人

で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
､

そ

こ

の

出
身
で

､

し
か

も

そ
こ

の

司
祭
で

あ
っ

た

H
2

日
S
-

-

n

宏

は

チ
ェ

ア

コ

人

で

あ
っ

た

と

考
え
る

｡

そ

し

て

そ
の

息
子

､

つ

ま

り
ヨ

ハ

ネ
ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ

ル

も

チ
ェ

ッ

コ

人
で

あ
っ

た

に

違
い

な
い

と

言
う
の

で

あ
る

｡

し

か

し
ヨ

ハ

ネ
ス

の

母
に

っ

い

て

は

何
も

わ

か

っ

て

い

な
い

し
､

彼
が

チ
ェ

ア

コ

人
で

あ
っ

た

と
い

ぅ

確
証
が

あ

る

わ

け

で

は

な
い

｡

司
祭
た

ち
が

､

チ
ェ

ア

コ

人
と

ド

イ
ツ

人
の

住
む

教
区

で
､

説
教
に

､

告
解
に

､

ま

た

子

供
た

ち

と
の

会
話
に

両

語
使
用
の

必

要
に

迫
ま

ら
れ

た

こ

と

は

想
像
に

難
く

な
い

｡

ま
た
ヨ

ハ

ネ

ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ

ル

が

職
務
柄

､

豊
富
な

ラ

テ
ン

語
の

知
識
を

も

ち
､

チ
ェ

ア

コ

語
と

ド

イ

ツ

語
の
バ

イ

リ
ン

グ

イ
ス

ト

で

あ
っ

た

こ

と

も

十
分

考
え

ら
れ

る
｡

し

か

し
､

中
世
後
期
最
大
の

ド

イ

ツ

語
の

散
文
家
が

チ
ェ

ブ

コ

人
で

あ

る

と
い

う
可
能
性
に

つ

い

て

は
､

内

3
g

m
甲
ロ

ロ

は

も

と
よ

り
､

チ
ニ

ッ

コ

生

ま
れ

の

望
P

苦
F

打
p

も

香
定
的
で

あ
る

｡

チ
ェ

γ

コ

の

研
究
者
の

間
に

は
､

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

翻

案
と

見

倣

さ

れ
て

い

る

チ
ェ

ア

コ

語
の

散

文

作
品
《

→

訂
d
-

e

α

e

吋
》

を
､

ヨ

ハ

ネ

ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ
ル

の

弟
子
か

､

直
接
そ

の

影
響
下
に

あ

る

人

の

手

に

な

る

も

の

と

見
る

人
が

少
な

く
な
い

が
､

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

の

作

者

が

チ

ェ

ア

コ

人
で

あ
っ

た

ど

考

え

る

ロ
O

S

打
○

琵
は

､

さ

ら
に

一

歩

進

甜尺
じ

め
て

､

《

→

訂
巴
e

訂
打
》

の

作
者
ほ

､

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

の

作
者
と

同
一

人
で

は

な
い

か

と
い

う

問
題
を

提
出
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

(

ュ8
)

《

→

訂
d
-

e

許

豊

-
}

汀
O

g

m

呂
ロ

は
《

→

訂
已
e

O

》

が

正

し
い

と

主

張
す

る
｡

→
打

邑
-

2

α

e

打

(

=

W
各
2

ユ
e

ど
)

は

→
打

邑
-

e
O

(

=

弓
e

b
e

ユ

の

栢
小

話
で

あ
る

-
の

成
立

は
一

四

〇
九

年
ご

ろ

と

推
定
さ

れ

る

が
､

そ
の

内
容
は

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

に

酷
似

し

て

い

る
｡

｢

農
夫
+

が

｢

織

匠
+

に
､

｢

死
+

が

｢

不

幸
+

と

入
れ

か

わ

り
､

不

実
の

恋
人

A
巴
-

評
吋
P

を
め

ぐ
っ

て
､

｢

織

匠
+

と

恋
人

を

自
分
か

ら

引
き

は

な

し

た

｢

不

幸
+

の

間
に

論
争
が

交
わ

さ
れ

る

が
､

結
局

､

織
匠
は

悲
し

み

に

耐
え

､

運
命

と
の

間
に

和
解
が

成
立

す
る

の

で

あ

る
｡

U
O

許
○

琵
が

提
出
し
た

問
題
は

､

彼
自
身
い

ろ
い

ろ
の

難
点
の

あ

る

こ

と
は

承
知
し
て

い

た

よ

う
で

あ
る

が
､

未
解
決
の

《

→
打
P

已
e

野
村
》

の

作

者
問
題
に

論
争
の

火
を

点

ず
る

こ

と
に

な
っ

た
｡

望
P
∽
O

F

打

と

R

3
甲

m
呂
ロ

が

早
速
こ

の

討
論
に

加
わ
っ

た
が

､

惜
し
い

こ

と

に
､

火
つ

け

彼

の

U
O

賢
O

g

は

翌
一

九

六
二

年
に

五

十
三

歳
の

若
さ

で

急
逝
し

､

論
客

R
3
的

日

昌
n

も

ま

た
､

一

九

六

六

年
に

は

永
久
に

学
界
か

ら

姿
を

消
し
て

し

ま
っ

た
｡

チ
ェ

ア

コ

の

こ

の

作
品
が

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
に

今
後

一

層
大
き

な

役
割
を

演
ず
る

で

あ

ろ

う
こ

と

は
､

十
分
予

想
さ

れ

る

が
､

残

念
な
が

ら
､

私
は

こ

の

作
品
の

ほ

ん
の

一

部
し
か

読
ん

で

い

な
い

の

で
､

こ

の

作
品
を

め

ぐ

る

諸
問
題
は

､

後
日

改
め
て

と
り

あ

げ
る
こ

と

に

し

た
い

｡

J

O

F
P

β

ロ
e
払

ノ

岩
臼

→
e

旦

ほ

イ

タ

リ

ア

旅
行
を

し

た
か
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ト

､

㌔

コ

ペ

ン

ハ

ー

ゲ
ン

の

口
P

2
日
e

l

訂
F

は
一

九
五

二

年
以

来
､

一

連
の

論
文
に

お
い

て

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

と

イ

タ

リ

ア

と

の

関
係
を

執
拗
に

追

い

つ

づ

け

て

い

る
｡

イ

タ

リ

ア

は
ヨ

ハ

ネ
ス

･

フ

ォ

ン

:
ア

ー

ブ

ル

に

と

っ

て

あ
こ

が

れ
の

国
で

あ
っ

た
｡

彼
は

永
遠
の

都
を

迫

逢
し
て

､

古
典
古

代
の

遺
跡
を

自
分
の

目
で

見
た

い

と

切

望
し

て

い

た
｡

H
p

ヨ
ヨ
e

旨
F

に

ょ

れ

ば
､

夢
が

実
現
し
て

､

彼
は

一

四

〇
〇

年
､

｢

ド

イ

ツ

最

初
の

考

古

(

1 9
)

学
者
+

と

し

て

イ

タ

リ
ア

の

地

を

踏

む

の

で

あ

る
｡

一

四

〇
一

年
十

月

】

腎
e

邑
p

の

戦
闘
を

目
撃
し
た

｡

そ

の

体
験
は

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

第
十

七

草
に

織
り

込
ま

れ
た

｡

い

や

そ

れ

ば

か

り
で

は

な
い

｡

彼
の

イ

タ
リ

ア

体
験
は

作
品
の

後
半
部
に

い

ろ
い

ろ

な

形
で

あ

ら

わ

れ

て

い

る

-
と

H
P

日
日
e

ユ
O

F

ほ

主
張
す
る

の

で

あ

る
｡

ヨ

ハ

ネ
ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ

ル

に

つ

い

て

わ
れ

わ

れ

は

多
く
を

知
る
こ

と
が

で

き

な

い
｡

彼
が

イ

タ

リ

ア
ヘ

旅
行
し
た

と
い

う
確
証
は

何
一

つ

な
い

の

だ
が

､

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

第
十

六

章
の

牛
に

乗
っ

た

死
神
を

め

ぐ
る

興

味
あ

る

H
p

m
2
e

ロ.

O

F

の

考
証
に

､

わ
れ

わ

れ

は

し

ば

し

耳
を

傾
け
よ

う
｡

問
題
の

箇
所
を

H
中
b

ロ
¢
ト

校
訂
本
(

河

馬
･

-

か
､

N

-

-
旨
)

に

よ

り

引

用
す
れ
ば

､

次
の

通
り

で

あ

る
｡

D
仁

才

品
e

鼻

毛
-

の

弓
-

→

冨
-

ロ
‥

く
ロ

ビ
0

旨

ど
岩
e

n
-

-

O

F

∽
e

訂

且
ロ

ロ
0

0

ビ

e
t

弓
P

β

n
e

く

ロ
m

e
→

泣

叫

喜
+

e

望
-

河
O

m
e

i

ロ

e
i

n
e

m

t
e

m
勺
e
-

p

ロ

e

ど
e

→

司
p

已

的
e

日
已
e
t

弓
監

巴
払

e
-

β

臼
P

ロ

p

已

e
-

n
e

日

0

0

訂
e

n
-

n

訂

m

巴
e

p

仁
g
e

n

く
0

叶
b

仁

n

β
e

ロ

弓

告
e

ロ
ー

賢
旨
ゴ

ロ

※
い

d
e

【

琵
-

b
O

目
p

日

代

仁
→
t

e

e
-

ロ

ビ
p

弓
e

ロ

ビ
ロ

聖
ロ

ー

n
e

→

り

e
C

F
叶
e

n

F
p

n
t

く

ロ

ト

e
-

ロ

胃
F
P
≠

訂
-

-

ロ

ー
e

H

-
-

n

打
e

ロ

ビ

p
ロ
t

.

ロ
巴
‥
已
t

e

巾

聖
U

F
t

e

【

p

仁
f

巴
V

m
0

0

F

旨
n
-

G
e

的
e

ロ

ー

m

巴
戸

的
､

弓
p

ユ

く

ロ

打

製

苫
芹
e
-

ロ

ヨ
ー

O

F
e
-

芦
e

n
-

的
e

召
-

訂
∽

､

巴
-

e

ユ
e
-

-

e

ま
e

､

-

e

巴
-

O

F
O

払

2
e

ロ
∽

O

F
①

H

已
t

岸
訂
e
∽

F

P
n
t

弓
e

サ
打
∽

g
e

N

e

仁

的
e

い

計
r

弓
監
p

∈
〕

F

巴
e

ロ

古
口
n
e

m
-

t

d
e

ヨ

屈
巴
t

e
→
.

ロ
ー

e

巴
仁

的
e

ロ

づ

n

P

弓

已
+

訂
n

む
①

ロ

m
巴
】

巴
一
代

年
0

日

含
訂
e

ロ

ー

ロ

く

n
の
e

H

b
e

m

訂

已
口

仁
h

ご
(

ど
c

F

官
許
→
e
-

什

d
e
り

→
O
t

く
ゴ

P

b
e

粥
r

仁
♂

巴
e

已
-

e
.

■

問
題
は

※

印
を

付
し

た
s
-

訂
e

n

P

で

あ
る

｡

m

き
N

e

日
中

の

位
置
は

校
訂

本
に

よ
っ

て
一

致
せ

ず
､

た

と

え
ば

l

声
ロ
g

茫
已
F

校
訂
本
(

一

九
六

九

年
)

で

は

…
巴
仇

e
-

ロ

m
m

5

邑
記
→

邑

p

已
e

ど
e

ヨ
0

0

ど
e

ロ
､

計
日

巴
e

巴
-

g
e

ロ

く
e
]

旨
仁

n
(

訂
口

毛

賀
¢

n

と

な
っ

て

い

る
が

､

H
p

2
日
e

ユ
c

F

は

こ

れ

を

大

胆
に

次
の

よ

う
に

読
み

か

え

る

の

で

あ

る
｡

…

巴
払

e
-

n

ヨ
P

n

p

已
e
-

ロ
e

ヨ
0
0

F

芳
ロ

ー

告
白

巴
e

巴
-

粥
e

n

く
e

ワ

b

仁

ロ
β
e

ロ

弓
p
→

e

ロ

さ
乳
松

電
乱
匂
.

つ

ま

り
､

牛
に

乗
っ

た

男
が

目

隠
し

て

い

る

の

で

は

な

く
､

男
の

乗
っ

て

い

る

牛
の

目
が

網
の

よ

う
な

も
の

で

し

ば

ら

れ

て

い

る

と

い

う
の

で

あ

る
｡

《

謹
邑
e

評
吋
》

に

も
こ

れ
に

応
ザ
る

箇
所
が

あ

る

が
､

問
題
の

賢
籍
ロ

ー

に

当

る

語

は

欠

け

て

い

る

(

β
p

t

O

m

弓
○
-

G

b

ユ
O

g
e
S
t

日
一

望

:
-

仁

日
○

打
p

仁

司
P

冒
n
O

巴
e
t

n
e

t

e

n
e
t

O

)

｡

即
ち

｢

こ

の

牛
に

は

袋

(

制
御
用
?
)

の

代
り
に

猟
網
が

し
ば

り
つ

け

ら
れ

て

い

た
+

と

あ

る
の

で

あ

る
｡

H
p

日
2
e

ユ
O

F

の

ロ
e
t

N

弓
e
-

仏

は

こ

こ

に

ヒ

ン

ト

を

得
た

も
の

で

あ

る
｡

そ

し

て

彼
ほ
こ

れ
を

カ

ビ

ト

ー

ル

美
術

館

所

蔵
の

l

仁

七

勺
-

t

①

r

ロ
○
-

-

已
F

e

ロ

宏

の

レ

リ
エ

フ

(

図
版
参
照
)

と

結
び

つ

け
る

｡

こ

の

レ

リ

エ

フ

に

つ

い

て

は
､

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

の

最
初
の

校

訂

本

1
.

内
2 .

?

胃
F
e

打

版
(

一

八

七

七

年
)

の

中
で

出
ゐ

n
･

已
○

昆

が

注
記
し

て

い

る

が
､

へ

J

こ

れ

が

H
p

2
ヨ
e

ユ
O

F

に

第
二

の

ヒ

ン

ト

と

な
っ

た
｡

図
版
の

左

端
の

郎



一

橋論叢 第 六 十 三 巻 第 五 号 ( 1 1 2)

J ワァP I T E R D o l I C Ⅱ E Ⅳ V S

牛
の

上
に

立
っ

た

戦
士
像
が

一

日
p

勺
-

t

e
→

ロ
已
-

0

ビ
e

ゴ

戻

で

あ

る
｡

右
端
に

J

仁

n
O

声
e

巴
n
P

､

両
者
の

間
に

m

訂
･

冒
p

-

∽

と

H
∽
-

払

が

立
っ

て

い

る
｡

-

仁

勺
勺

芹
e
l

の

乗
っ

て

い

る

牛
の

額
に

散
ら
ば
っ

て

い

る

小

穴

を
､

H
p

m
･

日
寛

-

已
F

は
｢

網
+

様
の

も
の

と

見
る

の

で

あ

る
｡

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

作

者
は

A
く
e

邑
-

ロ

の

丘

の

上

の

ー

仁

勺
p

-

t

e

→

ロ
○
-

訂
F
e

β

琵
寺
院
の

廃
墟
の

中
に

こ

の

レ

リ
エ

フ

を

見
た

の

で

あ

ろ

う
｡

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

に

お

け
る

描
写
に

あ

て

は

め

な
が

ら
こ

の

レ

リ
エ

フ

を

眺

め
る

と
､

興
味

津
々

た

る

も
の

が

あ

る
｡

包
囲
す

る

多

く
の

人

間
た

ち

と
激
し

く

渡
り

合
う
死

神
､

右
端
は

絃

楽
器
を

投
げ
つ

け

よ

う
と

す
る

尼
僧
で

あ

る
｡

さ
て

､

『

ア

ァ

カ

ー

マ

ン

』

第
十
六

孝
で

死

神
ほ

自

ら
の

仕
事
の

公
平
さ

を

自
讃
し

て

い

る

が
､

死
神
が

目

隠
し

し
て

い

る

の

は
､

そ

の

よ

う
な

死
神
の

公
正

な

業

を

象
徴
す
る

も

の

で

あ

る

と

解
さ

れ
る

し
､

ま

た
､

牛

に

乗
り

､

目

隠
し

を

し

た

死
神
像
の

モ

テ
ィ

ー

フ

が
､

ア

ル

プ

ス

の

北

側
で

見
ら

れ
る

こ

と

も
､

か

つ

て

H
e

T

(

2 0
)

m
き

河
○

芳

已
e
-

P

が

説
い

た

と
こ

ろ
で

あ
る

｡

い

ま

の

と
こ

ろ
､

H
P

ヨ
m
e

ユ
已
F

説
は

大
胆
な

仮
説
に

と

ど

ま
っ

て

い

る
が

､

も
し
ヨ

ハ

ネ

ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ

ル

が

実
際
に

イ

タ

リ

ア

に

遊
ん

だ

と

す
る

な

ら
ば

､

彼

の

イ

タ
リ

ア

旅
行
は

ま

さ

に

ゲ
ー

テ
の

そ

れ

に

も

此

す

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

『

ア

ブ

カ

ー
マ

ン

』

の

第
一

-
十
四

β∂4
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√
一

亡

章
と

第
十
五

-
三

十
二

幸
と
の

間
に

あ
る

断
層
の

あ

る

こ

と

は
､

し
ば

し

｢

2 1
)

ば

指
摘
さ

れ

る

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

た

と
え

ば
､

→

E
e

2
e

ほ

リ

ズ

ム

の

面

か

ら
こ

れ

を

証
明

し

た
｡

ま

た
ア

γ

カ

ー

マ

ン

が

第
二

十
七

草
で

再
婚
に

つ

い

て

死
神
に

助
言
を

求
め

て

い

る
の

ほ
､

愛
妻
を

死
に

奪
わ

れ
､

身
も

世
も
な
い

ほ

ど
に

､

悲

歎
に

暮
れ
て

い

る

前
半
か

ら

す
れ

ば
､

い

さ

さ
か

奇
異
の

感
を

免
れ

な
い

が
､

前
半
部
と

後
半
部
の

間
に

､

あ

る

時
間
的

経

過
が

あ
っ

た

と

す

れ

ば
､

そ

し

て

そ

の

間
に

イ

タ
リ

ア

旅
行
が

は

さ

ま
っ

た

と

考
え

れ

ば
､

納
得
が

ゆ

く
｡

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

の

妻
が

死
ん

だ

年
で

あ

る
一

四

〇
〇
年
は

､

た

し
か

に

甘
訂

-

■
す

ぎ
で

は

あ
る

が
､

ロ

ー

マ

の

そ

れ
は

一

三

九
〇

年
で

あ

り
､

ボ
ヘ

ミ

ア

で

は
一

三

九

手
-
四

年
が

l

仁

訂
丁

す
F
→

で

あ

る

と

こ

ろ

か

ら
､

H
P

m
m
2

ユ
O

F

は

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

の

前
半
部
の

成
立

を

二
二

九
三

年
以

後
､

後
半
部
の

成
立
を

､

守
e

邑
P

の

会
戦
の

あ
っ

た
一

四

〇
一

年
頃
と

想
定
し
て

い

る
｡

し

か

し
､

H
p

m
日
e
･

r
-

O

F

説
が

き

び

し
い

批
判
に

耐
え

う
る

た

め
に

は
､

何
よ

り

も

ま

ず
､

ヨ

ハ

ネ
ス

･

フ

ォ

ン

･

テ
ー

ブ
ル

の

イ

タ

リ
ア

旅
行
が

何
の

目
的
で

､

そ

し

て

ど
の

よ

う
に

し

て

行
な

わ

れ

た
か

ー
そ
の

辺
の

事
情
が

明
ら

か

に

さ

れ

な

け

れ
ば

な

ら
な
い

■｡

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

第
二

稿

○

仁

m
-

-
】

誌
-

-

O

p
O

打
e

→

m
p

ロ

P
e

ロ
○

ロ
○

巴
O

t

巳
○

-
こ

れ

は
い

わ
ゆ

る

｢

献
呈

書
簡
+

の

冒
頭
の

句
で

あ

る
｡

こ

の

中
の

(

訂
→

岩
戸
0

は

ふ

つ

う
｢

ち

か
ご

ろ
+

と

か
､

｢

最
近
+

と
か

い

う

意
味
に

解
さ
れ

て

い

る

が
､

(

2 2
)

G
中

ロ
t

F
e
l

甘
‥
品
げ
ー

き
F

ほ
､

上
の

句
は

｢

新
著
『

ア

γ

カ

ー

マ

ン

』

+
､

即
ち

｢

改
稿
『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』
+

と

解
す
ぺ

き
だ

と
い

う
､

新
し

い

解

釈
を

提
唱
し

て

い

る
｡

こ

れ

ほ

注
目

す
べ

き

主
張
で

あ

る
｡

J

仁
ゴ

南
♂
-

ま
F

は
こ

の

e
-

ロ
e

N

弓
e
-

t

e

句
P
の
S

仁

口
内

を
､

写

本
E

と

結
び
つ

け
て

考
え
て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

意
味
に

お

い

て
､

昨
秋
よ

う
や

く
刊
行
さ

れ
た

彼

独
白
の

校
訂
本
は

重

要
で

あ
る

｡

.

首
p
閃

E
ま
F

ほ

長
ら

く
コ

ペ

ン

ハ

ー

ゲ

ン

に

あ

り
､

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
に

お

け
る

第
一

人
者

H
P

ヨ
m
e

旨
F

の

よ

き

協
力

者
で

あ
っ

た

が
､

一

九
六

七

年
､

招
か

れ
て

ボ

ン

へ

移
っ

た
｡

そ

し

て

こ

れ

を

機
に

､

長
年
温
め

ら
れ

て

い

た

彼
の

『

ア

ブ

カ

ー

マ

ン

』

が

い

よ
い

よ

世
の

光
を

(

B
)

見
る

こ

と

に

な
っ

た
の

で

あ
る

｡

さ

き
に

､

そ

の
一

部
は

示

さ

れ

た
が

､

い

ま
そ

の

全
貌
に

接
す
る

こ

と
が

で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
の

ほ
､

よ

ろ
こ

ば

し
い

こ

と

で

あ

る
｡

い

ま
､

わ

れ

わ

れ
の

手
に

あ

る

の

は
､

テ

キ
ス

ト

を

主
と

す
る

第
一

巻
だ

け
で

あ
る

｡

第
二

巻
に

は
､

文
献
学
的

･

言
語
学

的
注
解
が

収
め

ら

れ

る

と
い

う
｡

《

→
打

乳
r

-

e

訂
打
》

の

ド

イ

ツ

語

試

訳

を

も

含
む
は

ず
の

､

H
P

日
日
e

ユ
O

F
J

仁

n
昨

夏
已
ビ

共

著
の

第
二

巻
は

､

第

一

●

巻
刊
行
(

一

九
五

一

年
)

以

来
､

ほ

と

ん

ど
二

十

年
を

経
た

今
日

､

な

お

未
刊
で

あ

る

が
､

そ

れ
だ

け
に

盲
n

町
b
-

已
F

の

『

ア

ッ

カ

ー

マ

ン

』

第
二

巻
の

速
か

な

る

出
版
が

切

望
さ

れ
る

の

で

あ
る

｡

『

ア

γ

カ

ー

マ

ン

』

研
究
に

お

け
る

最
大
の

難
問
題
は

テ
キ

ス

ト

批

判
の

問

題
で

あ

る

が
､

J

早
口

吋
b
-

き
ざ

校
訂
本
の

詳
し
い

紹
介
は

他
の

機
会
に

ゆ

ず

ら

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
｡

(

1
)

A
.
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F
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p
‥

N
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e
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D
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e
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日

笥
e

訂
F

-

h

J

倉
H

S

勺
r

P
｡

訂

壱
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冒
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邑
弓
∵
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詔
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召
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中
出
F

∃
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